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世界で初めて、グレーデッドインデックス・マルチモード光ファイバ(GI)
ケーブル、F-32M（波長1.3μm, 伝送容量 32Mb/s, 中継間隔 20km）方式
を用いて商用化された中継機である。都市内の電話局の間の中継線や比較
的短い距離の市外回線に用いられた。県内中継伝送といった中距離用のF-
100M方式も同じ時期に商用化され、本格的な光ファイバ通信時代の幕開け
となった。大容量のデジタル伝送を低コストで実現する光ファイバケーブ
ル伝送方式で世界に影響を与えた日本の技術開発を示すものの一つとして
重要である。

一－イ（科学技術の発展の重要な側面及び段階を示すもの）
二－ロ（日本経済の発展と国際的地位の向上に一時代を画するような顕著な
　　　　貢献のあったもの）
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